
年

月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

4

11

・�

宮
城
県
震
災
復
興
基
本
方
針（
素
案
）を
策
定
・
公
表

22

・�

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
復
旧
対
策
を
中
心
と
す
る
第
１
次
補
正
予
算
案
が
閣
議
決
定

5

10
！��

第
４
回
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
で
知
事
が
水
産
業
復
興
特
区
を
提
案

13

・�

県
漁
協
経
営
管
理
委
員
会
が
知
事
に
水
産
特
区
構
想
の
撤
回
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

23

・�

北
部
・
中
部
・
南
部
地
区
説
明
会（
～
25
日
）

6

8

・�

県
漁
協
が
県
議
会
に
特
区
構
想
撤
回
の
請
願
提
出

18
！��
第
10
回
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
で
水
産
特
区
構
想
に
関
す
る
素
案
発
表

21

・�
県
漁
協
が
水
産
特
区
構
想
に
反
対
す
る
組
合
員
約
１
万
４
０
０
０
人
の
署
名
を
提
出

22

・�

第
11
回
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
で
県
の
要
望
を
取
り
入
れ
た
最
終
提
言
案
発
表

7

29

・�「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」発
表

・�

県
漁
協
新
役
員
が
知
事
を
表
敬
訪
問

・�

県
議
会
産
業
経
済
委
員
会
現
地
調
査（
2
回
目
は
8
月
9
日
、3
回
目
は
9
月
13
日
）

9

6
！�

第
１
回
宮
城
県
沿
岸
漁
業
復
興
連
絡
会
議
を
開
催

10

14

・�

県
議
会
産
業
経
済
委
員
会
で
県
漁
協
提
出
の
請
願
を
附
帯
意
見
付
き
で
採
択

18

・�

県
議
会
本
会
議
で
県
漁
協
提
出
の
請
願
を
不
採
択

12

26

・�

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
が
施
行

H24

1

・�

桃
浦
地
区
漁
業
者
が
会
社
設
立
の
協
議
を
開
始

26

・�

株
式
会
社
仙
台
水
産
と
水
産
特
区
活
用
に
つ
い
て
意
見
交
換

4

26

・�

桃
浦
地
区
漁
業
者
が
民
間
企
業
と
の
連
携
を
決
定

6

28

・�

株
式
会
社
仙
台
水
産
が
桃
浦
支
援
を
表
明

8

30
！��

桃
浦
地
区
漁
業
者
15
人
で「
桃
浦
か
き
生
産
者
合
同
会
社
」設
立

31

・�

知
事
が
県
漁
協
に
赴
き
水
産
特
区
に
つ
い
て
説
明

9

3

・�

県
議
会
で
９
月
補
正
予
算
の
説
明

10

1

・�

９
月
補
正
予
算
が
附
帯
意
見
付
き
で
承
認

9

・�

桃
浦
か
き
生
産
者
合
同
会
社
に
株
式
会
社
仙
台
水
産
が
参
画

30

・�

桃
浦
か
き
生
産
者
合
同
会
社
が
県
漁
協
に
加
入

11

13
！��

水
産
業
復
興
特
区
漁
場
区
割
専
門
チ
ー
ム
立
ち
上
げ（
１
月
ま
で
現
地
調
査
19
回
実
施
）

H25

2

19

・�

県
漁
協
が「
水
産
特
区
問
題
に
関
す
る
浜
の
意
見
書
」を
提
出

3

8

・�

桃
浦
及
び
周
辺
地
区
の
漁
業
者
１
９
８
人
に
意
見
を
求
め
る
文
書
通
知

16

・�

桃
浦
及
び
周
辺
地
区
の
漁
業
者
の
意
見
聴
取（
～
17
日
）

25

・�

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
漁
場
計
画（
案
）を
諮
問

4

4

・�

宮
城
県
石
巻
市
桃
浦
地
区
水
産
業
復
興
特
区
地
域
協
議
会
を
開
催

10

・�

宮
城
県
石
巻
市
桃
浦
地
区
水
産
業
復
興
特
区
に
係
る
復
興
推
進
計
画
を
復
興
庁
に
申
請（
4
月　

23
日
に
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
認
定
）

5

14

・�

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
か
ら
条
件
付
き
で
県
の
漁
場
計
画（
案
）を
認
め
る
答
申

31

・�

県
が
漁
場
計
画
を
決
定（
告
示
）

8

5

・�

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
適
格
性
の
諮
問（
８
月
５
日
）、答
申（
８
月
７
日
）

9

1
！�

桃
浦
か
き
生
産
者
合
同
会
社
に
区
画
漁
業
権
の
免
許
を
付
与

東日本大震災復興特別区域法
（平成23年12月26日）

現行制度（当時） 特例措置の内容

被災地のうち、地元漁業者のみでは養殖業の再開が困難な区域（浜）について、
「地元漁業者主体の法人」に対して県知事が直接免許を付与することを可能とする。 

特定区画漁業権（いかだや生けす等を使った養殖を行う権利）
以下の優先順位に基づき知事が免許を付与

　第１順位：地元漁協

　第２順位：地元漁民の７割以上を含む法人

　第３順位：地元漁民７人以上で構成される法人 

　第４順位：第２順位、第３順位以外の漁業者及び漁業従事者（法人含む）

　第５順位：新規参入企業等

〈適用区域〉
被災地のうち、地元漁業者のみでは養殖業の再開が困難な区域（浜） 
〈手続〉
（１）県による「復興推進計画」の作成
（２）「復興推進計画」に係る内閣総理大臣の認定 
（３）知事による免許審査

現行の優先順位の規定に代わる基準に基づき、第２順位又は第３順
位の法人を客観的に審査。

2 1

県
が
集
計
し
た
養
殖
業
の
被
害
額
は
約

９
０
０
億
円
に
上
っ
た
の
に
対
し
、
国
の
第

１
次
補
正
予
算
の
養
殖
業
充
当
額
は
そ
の
３

分
の
１
以
下
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
県
は
民

間
の
活
力
を
導
入
し
復
興
を
目
指
す
「
水
産

業
復
興
特
区
」（
以
下
「
水
産
特
区
」）
の
検

討
に
着
手
。
平
成
23
年
５
月
10
日
、
東
日
本

大
震
災
復
興
構
想
会
議
に
、
知
事
は
水
産
特

区
の
創
設
を
提
案
。
12
月
26
日
、
東
日
本
大

震
災
復
興
特
別
区
域
法
が
施
行
さ
れ
、
水
産

特
区
が
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

平
成
24
年
１
月
か
ら
県
は
桃
浦
の
漁
業
者

に
対
し
会
社
設
立
の
支
援
を
行
い
、
６
月
に

は
仙
台
水
産
が
支
援
を
表
明
。
８
月
30
日
に

「
桃
浦
か
き
生
産
者
合
同
会
社
」（
以
下
「
桃

浦
Ｌ
Ｌ
Ｃ
」）
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
県

は
漁
場
計
画
を
策
定
す
る
た
め
「
水
産
業

復
興
特
区
漁
場
区
割
専
門
チ
ー
ム
」
を
設
置
。

翌
平
成
25
年
３
月
に
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

（
以
下
「
海
区
」）
に
漁
場
計
画
（
案
）
を
諮

問
し
、
附
帯
条
件
付
き
で
同
意
す
る
答
申
を

受
け
た
。
８
月
に
は
海
区
に
桃
浦
の
適
格
性

の
諮
問
を
行
い
、
平
成
25
年
９
月
１
日
、
桃

浦
Ｌ
Ｌ
Ｃ
に
区
画
漁
業
権
の
免
許
が
付
与
さ

れ
た
。

鮎川浜（石巻市）桃浦漁港（石巻市）

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

桃浦地区及び周辺地区の区画漁業権の状況 石巻桃浦かき生産者合同会社

675 337.5 0 675 1,350 2,025 2,700

メートル

区画　No.18　荻浜湾西部 1:30,000
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水
産
業
復
興
特
区
制
度
の
創
設

Ⅸ
創
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的
復
興
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創
造
的
復
興



4 3

民
間
活
用
抜
き
で
復
興
は
難
し
い

平
成
23
年
４
月
～
7
月

水
産
特
区
構
想
の
提
言
へ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
県
沿
岸
部
は
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
、
特
に
漁
村
地
域
に
お
い
て
は
、
漁
船
、
養
殖

施
設
等
の
生
産
基
盤
の
ほ
か
、
家
屋
等
の
生
活
基
盤
も

含
め
た
ほ
ぼ
全
て
が
失
わ
れ
た
。
特
に「
浜
」と
呼
ば
れ

る
小
さ
な
漁
村
集
落
で
は
、
震
災
前
か
ら
問
題
と
な
っ

て
い
た
漁
業
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
に
一
層
拍
車
が
か

か
る
状
況
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
県
が
集
計
し
た
養
殖
業
の
お
お
よ
そ
の
被

害
額
は
約
９
０
０
億
円
に
上
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、

４
月
22
日
に
発
表
さ
れ
た
国
の
第
１
次
補
正
予
算
の
養

殖
業
充
当
額
は
３
分
の
１
以
下
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
背
景
か
ら
、
県
は
民
間
の
活
力
を
導
入
し
て
復

興
を
目
指
す「
水
産
業
復
興
特
区
」（
以
下「
水
産
特
区
」）

構
想
の
検
討
に
着
手
し
た
。

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
発
災
後
は
、
毎
日
16
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
団
体

の
方
々
に
県
庁
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
日
そ

の
日
に
ど
ん
な
情
報
が
集
ま
っ
た
か
を
共
有
す
る
と

い
う
こ
と
を
１
か
月
近
く
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
被
害
額
が
段
々
と
見
え
て
き
ま
し
て
、
養
殖
だ

け
で
９
０
０
億
円
を
超
え
る
被
害
と
い
う
の
が
分
か

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
４
月
に
国
の
１
次
補
正
予
算

が
公
表
さ
れ
、
み
ん
な
待
ち
に
待
っ
て
、
な
ん
と
か

し
て
も
ら
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
期
待
を
込
め

て
出
て
き
た
１
次
補
正
が
、
養
殖
と
サ
ケ
・
マ
ス
の

関
係
で
２
６
７
億
。
魚
市
場
や
加
工
に
関
す
る
支
援

が
18
億
。
し
か
も
激
甚
災
害
法
に
よ
る
対
応
だ
け
で

補
と
し
て
浮
上
し
、
１
月
26
日
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

４
月
26
日
に
桃
浦
の
漁
業
者
16
人
が
民
間
企
業
と
の
連

携
選
択
を
決
定
し
た
こ
と
を
正
式
に
表
明
。
こ
れ
を
受

け
、
６
月
28
日
、
仙
台
水
産
が
桃
浦
支
援
を
正
式
に
決
定
。

そ
の
後
、
県
は
漁
協
と
の
調
整
を
続
け
、８
月
30
日
、「
桃

浦
か
き
生
産
者
合
同
会
社
」（
以
下
、
桃
浦
Ｌ
Ｌ
Ｃ
）
が

設
立
さ
れ
た
。

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
１
月
26
日
に
仙
台
水
産
に
行
っ
た
と
き
に
は
、
あ

る
程
度
桃
浦
も
意
識
し
た
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
と
き
に
仙
台
水
産
の
方
か
ら
お
話
が

あ
っ
た
の
は
、『
漁
協
と
の
軋あ
つ
れ
き轢

が
あ
っ
て
は
無
理

だ
よ
』
と
い
う
こ
と
で
し
た
」

「
４
月
26
日
に
な
っ
て
初
め
て
、
桃
浦
と
し
て
意
思

表
示
を
す
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
特
区
は
浜
単
位
で

や
る
の
が
一
番
調
整
し
や
す
い
ん
で
す
。
16
人
と
い

う
の
は
、
浜
単
位
な
ん
で
す
よ
。
浜
の
全
員
が
『
や

る
ぞ
』
と
い
う
意
思
決
定
を
す
る
と
。
そ
れ
を
受
け

て
、
６
月
28
日
に
仙
台
水
産
は
正
式
に
桃
浦
の
支
援

を
決
定
し
ま
し
た
」

「
当
初
は
16
人
で
し
た
が
、
最
終
的
に
は
一
人
が

離
脱
し
、
8
月
30
日
に
15
人
で
設
立
と
な
り
ま
し
た
。

『
会
社
と
一
緒
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
で
や
り
た
い
』

と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
浜
単
位
と
い
う
の
は
崩
れ
ま
す
。

桃
浦
地
区
の
中
で
、
会
社
と
漁
業
者
が
い
る
と
い
う

状
況
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
」

根
強
い
水
産
特
区
へ
の 

反
発
を
越
え
て

平
成
24
年
８
月
～
10
月

桃
浦
Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
県
漁
協
加
入

桃
浦
Ｌ
Ｌ
Ｃ
は
設
立
と
同
時
に
漁
協
へ
の
加
入
申
請

を
行
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
特
区
と
し
て
免
許
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
養
殖
業
を
続
け
る
に
は
組
合
加
入

す
。
そ
の
前
の
年
、
県
は
激
甚
を
適
用
し
て
チ
リ
地

震
津
波
で
被
害
を
受
け
た
養
殖
施
設
の
復
旧
を
し
て

い
ま
す
の
で
『
そ
れ
と
同
じ
か
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

な
ん
で
す
よ
ね
。
１
次
補
正
が
そ
う
い
う
状
況
だ
っ

た
の
で
、
民
間
の
活
力
を
活
用
し
て
い
か
な
い
こ
と

に
は
厳
し
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
て
い

っ
た
と
思
い
ま
す
」

「
２
０
０
７
年
に
日
本
経
済
調
査
協
議
会
の
高
木
委

員
会
が
出
し
た
提
言
が
あ
り
ま
し
て
、
水
産
業
へ
の

参
入
の
オ
ー
プ
ン
化
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
関
係

団
体
の
反
対
が
あ
っ
て
実
現
は
し
て
い
な
い
ん
で
す

が
、
今
回
一
気
に
民
間
ま
で
入
れ
る
特
区
に
し
て
し

ま
う
と
、
昔
と
同
じ
で
大
変
な
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、

と
当
時
の
課
長
に
話
は
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
い
ろ

ん
な
議
論
が
あ
っ
て
、
５
月
10
日
の
会
議
で
漁
業
者

主
体
の
法
人
に
特
区
を
適
用
す
る
と
い
う
具
体
的
な

考
え
方
と
い
う
も
の
が
示
さ
れ
ま
し
た
」

「
６
月
18
日
の
第
10
回
の
東
日
本
復
興
構
想
会
議

で
素
案
が
出
て
き
ま
す
が
、『
特
区
』で
は
な
く
、

『
特
区
的
手
法
』
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
そ

こ
で
知
事
が
意
見
を
申
し
ま
し
て
『
こ
れ
ま
で
県
が

要
望
し
て
き
た
の
は
漁
業
権
の
優
先
順
位
の
１
位
と

２
位
、
３
位
を
同
率
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

そ
こ
が
書
き
込
ま
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
』
と
議

論
が
白
熱
し
ま
し
た
。
６
月
21
日
に
は
県
漁
協
の
幹

部
と
知
事
の
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
約

１
万
４
０
０
０
人
の
反
対
署
名
が
出
さ
れ
ま
す
。
知

事
が
趣
旨
説
明
を
し
ま
し
た
が
、
結
局『
特
区
を
撤

回
し
な
い
限
り
、
今
後
の
話
合
い
に
は
応
じ
な
い
』

と
い
う
状
況
ま
で
至
り
ま
す
」

「
６
月
22
日
に
県
の
要
望
が
反
映
さ
れ
た
形
で
最
終

が
必
要
で
あ
っ
た
。
翌
８
月
31
日
は
知
事
が
県
漁
協
を

訪
れ
、「
特
区
の
活
用
を
目
指
し
、
県
と
し
て
必
要
な
手

続
を
進
め
る
」こ
と
を
伝
え
た
が
、
県
漁
協
は
組
織
と
し

て
反
対
す
る
こ
と
を
改
め
て
表
明
し
た
。

そ
の
後
、
９
月
の
補
正
予
算
を
め
ぐ
っ
て
は
、
民
間

活
用
を
う
た
っ
て
い
る
特
区
に
県
予
算
を
投
入
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
会
が
紛
糾
。
関
係
者
と
の
合
意
と
い
う

附
帯
条
件
付
き
で
の
承
認
と
な
っ
た
。

10
月
９
日
に
は
株
式
会
社
仙
台
水
産
の
参
画
が
正
式

に
決
定
し
、
同
月
30
日
に
桃
浦
Ｌ
Ｌ
Ｃ
が
漁
協
へ
の
加

入
を
認
め
ら
れ
、
桃
浦
の
カ
キ
養
殖
業
は
よ
う
や
く
再

出
発
へ
の
道
筋
が
見
え
た
。

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
県
単
事
業
と
し
て
施
設
整
備
の
予
算
、
約
４
億
円

を
９
月
補
正
で
あ
げ
て
い
ま
す
。
『
特
区
は
民
間
資

本
を
得
て
復
興
を
果
た
す
の
に
な
ん
で
県
が
お
金
を

出
す
の
か
？
』
と
い
う
と
こ
ろ
で
か
な
り
も
め
ま
し

た
。
国
の
補
助
事
業
は
、
事
業
主
体
が
全
て
漁
協
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
23
年
に
県
の
単

独
事
業
を
創
設
し
て
、
漁
協
と
は
別
に
漁
業
者
グ
ル

ー
プ
で
施
設
整
備
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
事
業
は
、

桃
浦
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
所
も
含
め
て
の
支
援
な

の
で
す
が
、
や
は
り
『
特
区
は
民
活
だ
と
言
っ
て
い

る
の
に
』
と
い
う
批
判
は
出
ま
す
。『
特
区
の
申
請

に
つ
い
て
は
、
関
係
者
と
の
合
意
を
得
ら
れ
る
よ
う

特
段
の
配
慮
を
し
た
い
』
と
い
う
附
帯
条
件
が
つ
い

て
認
め
て
も
ら
う
形
に
な
り
ま
し
た
」

「
10
月
９
日
に
正
式
に
仙
台
水
産
が
参
画
し
ま
す
。

15
人
の
漁
業
者
で
出
資
金
４
５
０
万
円
に
対
し
、
仙

台
水
産
は
４
４
０
万
円
の
出
資
で
、
数
的
に
も
15
対

１
で
す
し
、
資
本
金
も
半
分
を
下
回
っ
て
い
る
の
で
、

民
間
が
入
っ
て
も
会
社
を
支
配
す
る
と
い
う
状
況
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
」

「
組
合
加
入
は
、
水
産
業
協
同
組
合
法
と
い
う
法
律

的
な
提
言
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
て
、
７
月
29
日
、
第

４
回
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
会
合
で
『
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
』
が
決
定
さ
れ

た
※
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
で
大
体
特
区
と
い
う
の

が
制
度
的
に
は
担
保
さ
れ
る
方
向
に
固
ま
っ
て
き
た

と
思
い
ま
す
」

※��

こ
の
基
本
方
針
の「
復
興
施
策
」に
お
い
て
、「
必
要
な
地
域
で
は
、
地
元

漁
業
者
が
主
体
の
法
人
が
漁
協
に
劣
後
し
な
い
で
漁
業
権
を
取
得
で
き

る
特
区
制
度
を
創
設
す
る
」と
明
記
さ
れ
た
。

様
々
な
苦
境
を
乗
り
越
え
て

平
成
23
年
７
月
～
12
月

水
産
業
復
興
特
区
の
認
定

平
成
23
年
７
月
29
日
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、「
県
議
会

産
業
経
済
委
員
会
現
地
調
査
」（
県
職
員
同
行
）
が
実

施
さ
れ
、
地
域
の
漁
業
者
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

９
月
６
日
に
は
「
第
１
回
宮
城
県
沿
岸
漁
業
復
興
連
絡

会
議
」
を
開
催
し
、
合
意
形
成
を
図
っ
た
。
こ
の
会
議

で
は
、
平
行
線
で
あ
っ
た
双
方
の
意
見
が
よ
う
や
く
歩

み
寄
り
を
見
せ
始
め
た
。

10
月
14
日
の
県
議
会
産
業
経
済
委
員
会
に
お
い

て
、
県
漁
協
が
議
会
に
提
出
し
た
特
区
撤
回
の
請
願

審
査
が
行
わ
れ
、
こ
の
場
で
漁
協
組
合
長
が
改
め
て

１
万
４
０
０
０
人
余
り
の
反
対
署
名
の
重
さ
を
訴
え
、

附
帯
条
件
付
き
で
請
願
が
採
択
さ
れ
た
が
、
10
月
18
日

の
本
会
議
で
は
一
転
、
請
願
の
採
択
に
賛
成
が
20
人
、

反
対
が
37
人
、
無
効
一
人
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

同
年
12
月
26
日
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法

が
施
行
。
こ
こ
か
ら
県
が
提
案
し
た
水
産
業
復
興
特
区

実
現
へ
向
け
て
の
具
体
的
な
取
組
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
県
産
業
経
済
委
員
会
は
７
月
29
日
に
雄
勝
、
８
月

９
日
は
亘わ
た
理り

、
９
月
13
日
は
志
津
川
に
現
地
調
査
に

行
っ
て
、
地
域
の
漁
業
者
の
方
々
と
意
見
交
換
を
し

て
い
ま
す
。
ま
る
っ
き
り
反
対
と
い
う
方
だ
け
で
は

で
『
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
加
入
脱
退
を
拒
む
こ

と
は
で
き
な
い
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
10
月
30
日
に
漁
協

の
加
入
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
桃
浦
Ｌ
Ｌ
Ｃ

と
し
て
養
殖
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

難
航
す
る
漁
場
計
画

平
成
24
年
11
月
～
平
成
25
年
５
月

水
産
業
復
興
特
区
漁
場
区
割
専
門
チ
ー
ム
の 

設
置　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
11
月
13
日
、
県
は「
水
産
業
復
興
特
区
漁

場
区
割
専
門
チ
ー
ム
」を
立
ち
上
げ
、
漁
場
計
画
作
り

に
着
手
す
る
。

桃
浦
は
石
巻
地
区
支
所
管
内
に
あ
り
、七
つ
の
浜
が
漁

業
権
を
も
っ
て
い
た
。
区
割
専
門
チ
ー
ム
を
４
班
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
浜
の
現
状
の
区
割
り
を
現
地
で
詳
細
に

調
査
し
、
各
浜
の
漁
業
者
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
新
た

な
桃
浦
の
漁
場
計
画
を
進
め
て
い
っ
た
。
ま
た
、
桃
浦�

Ｌ
Ｌ
Ｃ
か
ら
離
脱
し
た
漁
業
者
の
漁
場
確
保
の
た
め
に

も
頻
繁
に
現
地
に
足
を
運
ん
だ
。

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
特
区
と
い
う
の
は
漁
業
権
の
免
許
の
優
先
順
位
に

お
け
る
特
例
だ
け
な
の
で
、
免
許
に
至
る
ま
で
の

漁
場
計
画
を
作
る
の
は
全
部
県
で
す
が
、
そ
こ
ま

で
準
備
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
、
漁
場
ま
で
は
目
が
向
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

も
う
次
の
年
に
は
免
許
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

11
月
13
日
か
ら
『
区
割
専
門
チ
ー
ム
』
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
」

「
そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
を
個
別
に
全
て
調
整
し
て
い
き

ま
し
た
。
県
だ
け
で
は
な
く
、
支
部
の
役
員
の
方
に

も
同
行
し
て
い
た
だ
き
、
船
を
出
し
て
、
棒
で
位
置

を
示
し
て
も
ら
っ
て
『
免
許
は
こ
う
な
っ
て
い
る
け

ど
、
実
際
は
こ
う
だ
』
っ
て
い
う
の
を
全
部
調
査
し

な
く
て
、『
理
解
を
し
て
い
る
』と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
が
、
お
お
む
ね
反
対
と
い
う
よ
う
な
状
況
で

し
た
」

「
『
宮
城
県
沿
岸
漁
業
復
興
連
絡
会
議
』
は
知
事
、

県
の
幹
部
と
漁
協
の
幹
部
が
一
堂
に
会
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
復
興
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
進
め
て
い
く
か
、

当
然
特
区
の
話
も
含
め
て
で
す
が
、
お
互
い
に
話
し

合
い
な
が
ら
進
め
て
い
こ
う
と
設
置
を
し
た
会
議
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
中
で
は
、『
あ
る
程
度
、
落

ち
着
い
て
き
た
。
漁
協
と
し
て
は
特
区
の
こ
と
の
み

で
県
と
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
く
は
な
い
。
地
に
足
が
つ

い
て
き
た
な
ら
ば
検
討
で
き
る
環
境
が
そ
ろ
う
の
で

は
な
い
か
』
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
」

「
12
月
26
日
に
完
全
に
特
区
と
し
て
の
制
度
が
確
立

し
ま
し
た
。
特
区
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
も
優
先

順
位
の
特
例
で
漁
業
権
を
免
許
す
る
過
程
の
最
後
の

最
後
な
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
当
然
今
ま
で
と
全
く
同

じ
こ
と
を
や
り
ま
す
よ
と
。
最
後
に
特
区
を
使
え
る

場
面
が
き
た
と
き
に
は
使
え
ま
す
、
と
い
う
形
で
整

理
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
制
度
的
な
部
分
は
、
３
月

か
ら
検
討
が
始
ま
っ
て
12
月
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
苦

境
が
あ
っ
た
中
で
整
理
を
さ
れ
て
き
た
と
い
う
の
が

第
１
段
階
で
す
」

民
間
水
産
会
社
の
支
援
の
も
と
に

平
成
24
年
１
月
～
８
月

桃
浦
か
き
生
産
者
合
同
会
社
の
設
立

東
日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
桃
浦
地

区
で
は
、
平
成
23
年
夏
頃
か
ら
水
産
特
区
の
活
用
に
つ

い
て
検
討
が
始
め
ら
れ
、
平
成
24
年
１
月
か
ら
は
商

工
経
営
支
援
課
が
法
人
化
へ
向
け
て
の
支
援
を
行
っ

た
。
民
間
企
業
に
つ
い
て
は
、
大
手
企
業
か
ら
多
く
の

問
合
せ
が
あ
る
中
、
そ
れ
ま
で
地
域
の
漁
業
者
へ
の
復

興
支
援
を
行
っ
て
き
た
「
株
式
会
社
仙
台
水
産
」
が
候

ま
し
た
。
免
許
上
は
い
く
つ
も
の
区
画
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
が
、
漁
場
と
し
て
は
明
確
に
分
か
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
、
予
定
し
て
い
た
桃
浦

の
エ
リ
ア
で
あ
れ
ば
、
他
の
地
区
の
人
た
ち
の
生な
り
わ
い業

を
阻
害
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
を
確
認
で
き
ま

し
た
」

 

水
産
業
基
盤
整
備
課
職
員

「
漁
場
の
区
割
り
の
中
に
桃
浦
だ
け
で
は
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
浜
が
入
っ
て
い
る
の
を
見
た
と
き
に
、

『
こ
れ
は
も
う
無
理
だ
な
』
と
思
っ
た
と
き
が
あ
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
た
だ
一
つ
一
つ
入
り
会
い
状
況
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
な
ん
と
か
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
目
標
を
持
っ
て
し
っ
か
り
対
応
す
べ
き
だ
な
と

い
う
ふ
う
に
思
い
ま
し
た
」

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
桃
浦
地
区
全
体
の
漁
場
計
画
は
で
き
ま
し
た
が
、

そ
の
エ
リ
ア
に
県
漁
協
の
組
合
員
と
し
て
個
人
で
使

う
漁
業
者
が
い
る
の
で
、
そ
の
区
割
り
を
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、
桃
浦
の
合
同
会
社

を
や
め
て
漁
協
に
戻
る
人
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
新
し
い
人
が
く
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
少
な

く
と
も
三
人
分
の
漁
場
の
面
積
を
確
保
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
。
ま
た
、
漁
場
の
中
に
は
、
い
い
場
所
、

悪
い
場
所
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
輪
番
制
で
不
公

平
感
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
、
固
定

化
す
る
わ
け
で
す
か
ら
。
個
人
漁
業
者
に
対
し
て
、

で
き
る
だ
け
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
漁
場
の
調
整

を
行
い
ま
し
た
」

浜
の
漁
業
者
と
の
区
割
調
整

平
成
25
年
２
月
～
４
月

復
興
推
進
計
画
の
認
定

平
成
25
年
２
月
19
日
、
県
漁
協
か
ら
７
項
目
か
ら
な

る「
水
産
特
区
問
題
に
関
す
る
浜
の
意
見
書
」が
提
出
さ

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

Ⅸ 

創
造
的
復
興
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４
月
10
日
に
復
興
庁
に
復
興
推
進
計
画
の
申
請
を
し

ま
し
た
。
４
月
19
日
に
農
林
水
産
大
臣
の
同
意
を
得

て
、
23
日
に
な
ん
と
か
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
特
区
の

認
定
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
は
じ
め
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
県
漁
協
へ
の
対
応
が
主
で
し
た
け

ど
、
こ
の
段
階
か
ら
は
漁
業
者
へ
の
対
応
が
多
く
な

っ
て
き
ま
す
。
漁
業
者
の
後
ろ
に
は
県
漁
協
が
い
る

の
で
、
大
変
な
時
期
で
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
ど
、

そ
ん
な
中
で
、
物
事
が
動
い
て
い
き
ま
し
た
」

免
許
に
至
る
最
後
の
壁平

成
25
年
３
月
～
９
月

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
手
続

復
興
推
進
計
画
が
内
閣
総
理
大
臣
に
認
定
さ
れ
る
前

月
の
３
月
か
ら
、
県
は
海
区
漁
業
調
整
委
員
会（
以
下「
海

区
」）と
の
手
続
に
入
っ
た
。
ま
ず
は
県
の
漁
場
計
画（
案
）

を
海
区
に
諮
問
。
こ
れ
を
受
け
海
区
は
公
聴
会
を
開
く

が（
県
は
不
参
加
）、
こ
の
場
に
お
い
て
も
、
大
区
画
漁

場
を
希
望
す
る
漁
協
と
桃
浦
Ｌ
Ｌ
Ｃ
と
の
意
見
の
食
い

違
い
が
生
じ
た
。
ま
た
、
新
た
な
漁
場
計
画
に
よ
っ
て

航
路
の
幅
が
狭
く
な
っ
た
り
曲
が
っ
た
り
し
た
こ
と
に

つ
い
て
も
疑
義
が
呈
さ
れ
た
。

そ
の
後
５
月
14
日
、
海
区
か
ら
条
件
付
き
で
漁
場
計

画
を
認
め
る
答
申
が
あ
り
、
５
月
31
日
、
県
は
漁
場
計

画
を
決
定
、
告
示
し
た
。
最
後
の
手
続
と
し
て
、
８
月

７
日
、
海
区
に
よ
る
適
格
性
・
優
先
順
位
の
答
申
が
あ
り
、

こ
こ
で
も
桃
浦
の
漁
業
者
と
し
て
の
適
格
性
を
め
ぐ
っ

て
海
区
15
人
の
委
員
の
う
ち
８
人
が
適
格
性
を
有
さ
な

い
と
判
断
す
る
等
議
論
は
紛
糾
し
た
。

平
成
25
年
９
月
１
日
、
県
は
漁
業
権
一
斉
切
替
え
に

当
た
り
、
桃
浦
Ｌ
Ｌ
Ｃ
に
対
し
て
、
水
産
業
復
興
特
区

を
活
用
し
た
区
画
漁
業
権
の
免
許
を
付
与
し
た
。

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
公
聴
会
は
、
県
の
漁
場
計
画
案
に
つ
い
て
、
海
区

委
員
の
方
々
が
漁
業
者
か
ら
直
接
意
見
を
聞
く
場
で

す
。
漁
協
は
大
き
い
区
画
を
要
望
し
て
お
り
、『
漁

場
を
効
率
化
す
る
た
め
に
大
き
く
し
た
い
と
言
っ
て

い
る
の
に
、
な
ん
で
県
は
そ
う
い
う
計
画
に
す
る
ん

だ
』
と
。
一
方
、
桃
浦
の
方
か
ら
は
『
従
来
か
ら
や

っ
て
い
た
ん
だ
か
ら
県
の
計
画
ど
お
り
で
い
い
』

と
」

「
ま
た
、
航
路
に
つ
い
て
は
、
何
が
問
題
か
と
い
う

と
、
県
は
、
そ
の
当
時
、
遊
覧
船
み
た
い
な
大
き
い

船
が
入
る
所
に
つ
い
て
は
２
０
０
m
の
航
路
の
幅
を

基
本
と
す
る
と
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
１
５
０

m
に
狭
く
し
て
い
ま
す
。
狭
く
し
た
上
で
曲
げ
て
い

ま
す
の
で
、『
こ
れ
は
航
行
に
支
障
が
出
る
だ
ろ
う
、

お
か
し
い
』
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
」

「
５
月
14
日
の
海
区
か
ら
の
答
申
で
は『
県
の
責
務

と
し
て
、
当
該
漁
場
の
秩
序
に
無
用
な
混
乱
が
生

じ
な
い
よ
う
必
要
な
関
与
を
行
っ
て
い
く
こ
と
』

『
漁
場
計
画
に
つ
い
て
、
航
路
も
含
め
、
組
合
員
の

要
望
を
尊
重
し
、
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
』
と
い
う

条
件
が
つ
い
て
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
再
び
石
巻
地
区
支
所
に
て
説
明
会
を
開
催
し
、

こ
の
漁
場
計
画
で
、
漁
業
調
整
そ
の
他
公
益
に
支
障

は
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
、

『
航
路
の
通
常
運
行
に
支
障
を
及
ぼ
し
て
は
な
ら
な

い
』
と
附
帯
条
件
を
つ
け
、
原
案
ど
お
り
と
決
定
し

ま
し
た
」

「
漁
場
を
免
許
す
る
た
め
、
海
区
に
よ
る『
適
格
性

の
審
査
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
優
先
順
位
の
審
査
と

い
う
の
は
特
区
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
問
題
は

な
い
ん
で
す
が
、
適
格
性
の
審
査
は
、
15
人
の
委
員

の
３
分
の
２
が
適
格
性
が
な
い
と
判
断
す
る
と
、
優

先
順
位
も
何
も
免
許
で
き
な
い
と
い
う
話
に
な
り
ま

す
か
ら
、
最
後
の
攻
防
が
こ
こ
に
な
り
ま
し
た
。
８

人
の
委
員
が
適
格
性
を
有
し
な
い
と
言
い
ま
し
た
の

で
、
ギ
リ
ギ
リ
で
す
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
海
区
の

委
員
２
人
が
辞
職
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大

変
な
や
り
取
り
が
あ
っ
て
、
最
終
的
に
桃
浦
Ｌ
Ｌ
Ｃ

に
特
区
を
適
用
し
、
９
月
１
日
に
免
許
を
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」

混
乱
を
招
い
た
こ
と
は
否
め
な
い

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
復
興
復
旧
を
す
る
と
き
に
、
や
は
り
特
区
が
あ
っ

た
こ
と
で
、
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
部
分
が
生
じ
て
し
ま

っ
た
の
は
否
め
な
い
で
す
し
、
特
区
を
活
用
し
た
人

た
ち
と
、
そ
の
周
り
の
人
た
ち
の
間
に
し
こ
り
が
残

っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
の
で
、
み
ん
な
で
復
旧

復
興
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
、
団
結

で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
や
は
り

苦
し
か
っ
た
し
、
問
題
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
」

当
時
の
状
況
で
は
桃
浦
し
か
残
り
得
な
か
っ
た

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
桃
浦
し
か
残
ら
な
か
っ
た
の
に
は
二
つ
理
由
が
あ

っ
て
、
一
つ
は
漁
協
の
反
対
が
大
き
い
ん
で
す
。
あ

れ
だ
け
幹
部
の
人
た
ち
が
全
員
そ
ろ
っ
て
『
反
対
』

と
言
っ
て
い
る
中
で
、
も
う
連
日
の
よ
う
に
桃
浦
が

マ
ス
コ
ミ
に
さ
ら
さ
れ
る
わ
け
で
す
よ
。
何
を
や
っ

た
っ
て
報
道
さ
れ
る
時
期
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
う
い

う
の
を
見
る
と
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
他
の

浜
は
よ
ほ
ど
の
覚
悟
が
な
い
と
無
理
だ
と
思
う
。
桃

浦
の
人
た
ち
は
本
当
に
す
ご
い
。
も
う
一
つ
は
、
第

３
次
補
正
か
ら
潤
沢
な
国
の
支
援
が
出
て
、
こ
れ
を

れ
た
。
こ
の
意
見
書
は
、
県
漁
協
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
の
、

桃
浦
周
辺
地
域
の
漁
業
者
の
声
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
た
め
、
県
は
一
つ
一
つ
の
項
目
に
対
し
丁
寧
な
対

応
を
続
け
た
。
３
月
８
日
に
は
、
県
の
区
割
案
に
対
し
、

桃
浦
及
び
周
辺
の
全
漁
業
者
１
９
８
人
に
意
見
を
求
め

る
文
書
を
通
知
し
、
３
月
16
・
17
日
に
は
、
直
接
漁
業

者
か
ら
意
見
を
聞
く
場
を
設
定
。
４
月
４
日
の
地
域
協

議
会
で
は
、
意
見
書
の
７
項
目
に
対
し
詳
細
な
説
明
を

行
っ
た
。

４
月
10
日
、
県
は
、
宮
城
県
石
巻
市
桃
浦
地
区
水
産

業
復
興
特
区
に
関
す
る
復
興
推
進
計
画
を
復
興
庁
に
申

請
。
４
月
23
日
、
同
計
画
は
内
閣
総
理
大
臣
に
認
定
さ

れ
た
。

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
作
成
し
た
漁
場
計
画
案
に
対
し
、
他
の
漁
業
者
の

生
業
の
維
持
と
水
面
の
総
合
的
利
用
に
支
障
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
３
月
８
日
に
桃
浦
及

び
周
辺
地
区
の
漁
業
者
１
９
８
人
に
『
こ
の
よ
う
な

区
割
り
に
し
て
支
障
が
あ
る
か
ど
う
か
御
意
見
を
下

さ
い
』
と
全
員
に
通
知
を
出
し
ま
し
た
。
た
だ
通
知

を
出
し
た
だ
け
で
は
不
親
切
な
の
で
、
16
、
17
日
に

直
接
漁
業
者
か
ら
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
ま
す
。
こ

う
い
う
手
続
を
踏
ん
だ
上
で
、
我
々
と
し
て
は
生
業

の
維
持
と
水
面
の
総
合
的
利
用
に
支
障
な
し
と
判
断

し
ま
し
た
」

「
特
区
の
申
請
に
当
た
り
、
副
知
事
が
座
長
に
な
っ

て
、
漁
協
か
ら
は
会
長
、
理
事
長
、
仙
台
水
産
、
合

同
会
社
の
社
長
が
参
加
し
た
地
域
協
議
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
も
い
ろ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。『
区
割
り
を
す
る
の
に
、
個
別
の
漁
業
者
に
は

了
承
を
取
っ
て
な
い
で
し
ょ
う
？
』
な
ど
の
意
見
を

再
三
言
わ
れ
ま
し
た
。
区
割
り
を
す
る
の
に
個
別
に

了
承
を
得
る
必
要
は
な
く
、
議
論
は
平
行
線
で
し
た

が
、
生
業
の
維
持
と
水
面
の
総
合
的
利
用
に
支
障
が

あ
る
と
の
具
体
的
な
意
見
は
出
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

使
っ
て
復
旧
す
る
と
い
う
選
択
肢
が
生
ま
れ
た
こ
と

で
す
。
特
区
は
選
択
肢
の
一
つ
で
す
か
ら
、
国
の
支

援
の
ほ
う
を
選
択
し
た
浜
は
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」マ

ス
コ
ミ
対
応
の
難
し
さ

 

水
産
業
基
盤
整
備
課
職
員

「
マ
ス
コ
ミ
対
応
で
非
常
に
苦
労
し
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
漁
業
者
の
方
に
冷
静
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
、

主
旨
を
御
理
解
い
た
だ
い
て
、
話
し
合
う
の
が
基
本

的
な
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
や
っ
と
冷
静
な

話
合
い
に
な
っ
て
き
た
な
と
思
う
と
、
マ
ス
コ
ミ
が

あ
る
発
言
の
一
部
を
切
り
出
し
て
、
漁
業
者
が
い
か

に
も
腹
を
立
て
そ
う
な
こ
と
を
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

に
ボ
ン
と
書
く
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
漁
業
者

の
方
も
怒
っ
て
、
そ
れ
を
取
材
に
行
っ
て
、
怒
り
む

き
出
し
の
漁
業
者
の
反
応
を
ま
た
書
く
。
収
拾
が
つ

か
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
」

正
し
い
こ
と
を
主
張
し
続
け
る

 

水
産
業
基
盤
整
備
課
職
員

「
漁
協
は
反
対
し
て
い
る
の
で
、
す
ご
く
攻
め
て
き

ま
す
。
我
々
は
も
う
正
に
専
守
防
衛
で
、
出
て
き
た

も
の
に
一
つ
一
つ
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
感
じ
た
の
は
、
や

は
り
反
対
さ
れ
て
攻
め
て
く
る
方
に
い
ろ
い
ろ
話
を

し
て
も
理
解
し
て
い
た
だ
け
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ

で
も
我
々
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
主
張
を
言
い
続

け
る
こ
と
で
、
そ
の
周
り
の
方
、
一
般
の
県
民
の
方

が
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
く
れ
て
、
い
つ
か
理
解
し
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
当
時
の
課
長
か
ら
教
わ
っ
て
、

そ
れ
は
い
ろ
ん
な
仕
事
で
応
用
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
な
と
思
い
ま
し
た
」

つ
ら
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
は　
　
　
　
　
　
　

永
遠
に
は
続
か
な
い

 

水
産
業
基
盤
整
備
課
職
員

「
毎
日
毎
日
、
朝
６
時
半
か
ら
夜
11
時
半
ま
で
、
ず

ー
っ
と
水
産
特
区
の
対
応
で
。
本
当
に
辞
め
た
く
な

っ
て
、『
い
つ
辞
表
を
書
こ
う
か
な
』
と
思
っ
た
時

期
も
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
な
ん
と
か
が
ん
ば

っ
て
き
て
、
や
っ
ぱ
り
い
つ
か
は
終
わ
る
ん
で
す
ね
。

つ
ら
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
は
永
遠
に
は
続
か
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
も
大
変
な
と
き
は
い
つ

か
終
わ
る
と
思
っ
て
、
前
向
き
に
対
応
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

別
な
場
面
で
腹
を
割
る

 

水
産
業
基
盤
整
備
課
職
員

「
い
ろ
ん
な
場
面
で
仕
事
で
出
会
い
が
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
大
事
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
な

と
。
当
時
反
対
の
急
先
鋒
だ
っ
た
漁
協
の
理
事
長
に

し
て
も
、
桃
浦
地
区
を
抱
え
る
石
巻
地
区
支
所
の
委

員
長
さ
ん
に
し
て
も
、
実
は
私
が
若
い
と
き
に
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
い
て
、
随
分
一
緒
に
仕
事
を
し
た

り
酒
を
飲
ん
だ
り
し
て
、
付
き
合
い
が
あ
っ
た
方
な

ん
で
す
。
で
す
の
で
、
様
々
な
対
立
に
な
っ
た
中
で

も
、
最
終
的
に
は
決
裂
ま
で
は
至
ら
ず
に
、
別
な
場

面
で
は
腹
を
割
っ
て
話
す
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が

で
き
て
役
に
立
っ
た
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
」

共
販
以
外
の
取
組
が
開
拓
で
き
た

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
震
災
前
ま
で
は
共
販
※
一
辺
倒
で
し
た
の
で
、
例

え
ば
国
が
進
め
て
い
る
『
６
次
産
業
化
』っ
て
い
っ

て
も
そ
れ
は
共
販
に
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
は
震
災
前
か
ら
多
少
は

抵
抗
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
６
次
産
業
化
を
進
め

る
と
は
い
っ
て
も
、
本
音
で
は
中
々
進
ま
な
か
っ
た

と
い
う
の
が
実
態
と
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
特
区
が
で
き
た
こ
と
で
、
当
然
手
数
料

や
行
使
料
は
払
い
ま
す
け
ど
、
自
分
た
ち
で
販
売
を

す
る
と
か
販
路
を
い
ろ
い
ろ
開
拓
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
」

※��

共
販（
共
同
販
売
）：
漁
協
が
一
括
し
て
取
引
を
行
い
、
生
産
量
に
応
じ

て
販
売
金
額
か
ら
販
売
手
数
料
を
差
し
引
い
た
金
額
を
生
産
者
に
戻
す

仕
組
み
。
安
定
的
な
取
引
が
見
込
め
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方

で
、
生
産
者
に
価
格
決
定
権
が
な
く
、
品
質
が
必
ず
し
も
評
価
さ
れ
な

い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
を
抱
え
て
い
た
。

民
間
企
業
と
の
連
携
は
進
め
る
べ
き

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
我
々
が
や
っ
た
の
は
復
旧
の
選
択
肢
と
し
て
の
特

区
な
の
で
あ
っ
て
、
民
間
企
業
と
連
携
す
る
こ
と
自

体
は
特
区
と
は
全
然
関
係
な
い
の
で
、
今
後
と
も
い

ろ
ん
な
人
た
ち
が
企
業
と
の
連
携
を
ど
ん
ど
ん
進
め

て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
震
災
で
特
区

も
で
き
て
、
他
の
県
よ
り
う
ち
の
県
は
素
地
が
で
き

て
い
い
環
境
に
あ
る
と
思
う
し
、
既
に
動
き
出
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
い
か

に
伸
ば
し
て
い
く
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」

復
興
10
年
の
区
切
り
の
つ
け
方
が
重
要

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
復
興
の
10
年
間
と
い
う
の
は
、
通
常
で
は
あ
り
得

な
い
よ
う
な
支
援
が
ず
っ
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
私
た
ち
も
甘
え
て
い
る
し
、
業
界
の
人
た
ち
も

『
そ
れ
が
当
然
だ
』み
た
い
な
思
い
が
あ
る
わ
け
で

す
よ
ね
。
今
ま
で
は
３
分
の
１
か
２
分
の
１
の
補
助

で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
10
年
間
の
中
で
、
３
分
の

２
が
当
た
り
前
で
、
５
分
の
４
な
け
れ
ば
物
が
動
か

な
い
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
世
界
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
区
切
り
を
つ
け

る
と
い
う
こ
と
は
必
要
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
が
元

気
を
持
っ
て
も
っ
と
稼
げ
る
産
業
に
な
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
、
皆
さ
ん
で
考
え
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

参
照

記
録
誌
等

・��

東
日
本
大
震
災
～
発
災
か
ら一
年
間
の
災
害
対
応
の
記
録
～

（
宮
城
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
総
務
課
・
平
成
25
年
6

月
）

・�

東
日
本
大
震
災

−

宮
城
県
の
発
災
後
１
年
間
の
災
害
対

応
の
記
録
と
そ
の
検
証

−（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・

平
成
27
年
3
月
）

・�

東
日
本
大
震
災　

復
旧
期（
平
成
23
年
度
～
平
成
25
年

度
）の
取
組
記
録
誌（
宮
城
県
震
災
復
興
・
企
画
部
震
災
復

興
推
進
課
・
平
成
27
年
3
月
）

・�

東
日
本
大
震
災
～
復
旧
・
復
興
に
係
る
宮
城
県
農
林
水
産

部
の
対
応
記
録
～
第
２
集�

平
成
24
～
27
年
度（
宮
城
県
農

林
水
産
部
・
平
成
29
年
９
月
）←ウェブサイトでも

　御覧いただけます

Ⅸ 

創
造
的
復
興


